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9 コージェネ導入事例



　北ガス石狩発電所は、石狩LNG基地内に建設された
道内初のLNG火力発電所である。世界最高効率のガス
エンジンを複数設置することで、リスク分散と機動性の
ある幅広い出力による運転が可能である。総合エネル
ギーサービス事業を展開する北ガスグループにおいて、
自社電源を整備することにより安定した電力供給体制
を確保し、発電時の排熱をフル活用することで、環境負
荷の低減と電力・ガス製造コストの抑制を図っている。
　また、石狩LNG基地内に設置することで、既存の基地
設備（燃料設備・給排水設備）を活用し、建設コストを大
幅に抑制した。現在「北ガスの電気」の約60％は北ガス

石狩発電所から供給されているが、今後の需要拡大に
向けて供給安定性と経済性をさらに向上させるために
発電機を増設中である。

コージェネ導入のポイント
発電時の排熱を都市ガス製造過程のLNG気化熱に利用することで、環境性と経済性を追求
LNG基地の停電対策としてのレジリエンスを強化
発電能力増強により再生可能エネルギーの一層の導入に貢献

1

2

3

環境性と経済性を追求した
道内初のLNG火力発電所

北ガス石狩発電所 H o k k a i d o  G a s  C o . , L t d  
I s h i k a r i  P o w e r  S t a t i o n  

Case1

取材・文：真貝耕一郎

■ 施設概要
名 称 北ガス石狩発電所

所 在 地 北海道石狩市新港中央4丁目3743

建物規模 地上2階

構 造 鉄骨造

面 積 建築面積：3,068㎡／延床面積：3,374㎡

開 業 年月 2018年10月（増設2台分：2020年12月稼働）

SDGs コージェネ
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コージェネ導入事例

　

北
ガ
ス
石
狩
発
電
所
は
石
狩
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地

内
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
で
、
都
市
ガ
ス
製
造

工
程
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
気
化
器
の
熱
源
と
し
て
、
大

規
模
な
排
熱
利
用
が
可
能
で
あ
る
と
判
断
さ

れ
、
当
初
の
導
入
計
画
が
進
め
ら
れ
た
。
気

化
器
の
熱
源
の
約
80
％
が
排
熱
回
収
ボ
イ

ラ
ー
に
よ
る
蒸
気
で
賄
わ
れ
、
温
水
は
冬
期

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
の
融
雪
に
活
用
さ

れ
る
な
ど
排
熱
利
用
が
追
求
さ
れ
て
い
る
。

夏
場
の
排
熱
利
用
に
は
課
題
が
残
る
も
の
の

■ ガスエンジン・コージェネ仕様概略
メ ー カ ー 川崎重工業株式会社

モ デ ル 名 KG-18-V

燃 料 種 別 天然ガス

定 格 出 力 7,800kW/台

台 数 12台（初期10台＋増設2台）

効 率 総合効率：約60%（発電効率：49.5％）

排 熱 回 収

排熱回収設備：排熱回収ボイラ12台
	 	（初期10台＋増設2台）
蒸気：取出圧力0.85MPa
	 流量3.1t/h/台

総
合
効
率
は
約
60
％
と
、
最
新
の
ガ
ス
タ
ー

ビ
ン
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
発
電
と
同
等

の
レ
ベ
ル
を
達
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
敷
地

内
に
自
営
線
を
敷
設
し
発
電
所
か
ら
石
狩
Ｌ

Ｎ
Ｇ
基
地
内
に
給
電
す
る
こ
と
で
電
源
の
安

定
化
を
図
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
発
電
用
燃

料
と
し
て
Ｌ
Ｐ
Ｇ
添
加
前
の
ガ
ス
を
使
用
す

る
こ
と
で
燃
料
費
を
抑
制
、
融
雪
設
備
に
お

い
て
環
境
省
の
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
対
策

事
業
費
等
補
助
金
を
取
得
す
る
な
ど
、
徹
底

し
た
コ
ス
ト
低
減
が
図
ら
れ
て
い
る
。

Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
の

停
電
対
策
と
し
て
の

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化

　

石
狩
発
電
所
は
当
初
２
０
１
８
年
10
月
に

稼
働
予
定
で
あ
っ
た
が
、
９
月
６
日
に
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
が
発
生
し
た
た
め
、
発
電

所
の
本
格
稼
働
を
早
め
た
経
緯
が
あ
る
。
地

震
発
生
時
は
総
合
試
運
転
中
と
い
う
厳
し
い

タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
っ
た
が
、
発
電
機
を
運
転

さ
せ
て
道
内
に
電
力
供
給
を
行
い
、
こ
の
貢

献
に
よ
り
経
済
産
業
大
臣
か
ら
感
謝
状
を
授

与
さ
れ
た
。
現
在
は
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
用
の
停

電
対
策
と
し
て
非
常
用
発
電
機
を
活
用
し
た

ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
の
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ス
タ
ー

ト
が
可
能
と
な
る
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
た
。

■ エネルギーフロー図

融雪（温水）

排ガス

蒸気

燃料
LNG

（将来）
蒸気発電機

LPG

蒸気

NG発
電
用
燃
料

余剰排熱をさらに
蒸気発電に活用

排熱をLNG気化に
有効利用

工場内の
電源信頼性向上

LNG気化器

13A

北ガス
石狩発電所

LNG基地
電源

石狩
LNG基地 蒸

気

排ガスボイラ

ガスボイラ

ガスエンジン
（7,800kW×12台）

北
ガ
ス
の
電
気
供
給

都
市
ガ
ス
供
給

発
電
能
力
増
強
に
よ
り

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

一
層
の
導
入
に
貢
献

　

２
０
２
０
年
12
月
に
稼
働
の
７
８
０ 

０

kW
×
２
台
の
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
・
コ
ー
ジ
ェ
ネ

の
増
強
は
、
今
後
の
需
要
拡
大
に
向
け
て
自

社
電
源
を
整
備
し
、
供
給
安
定
性
と
経
済
性

を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
目
的
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
、
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
・
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
柔
軟

な
出
力
調
整
機
能
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
層
の
導
入
に
貢
献

で
き
る
。

　

今
後
の
展
開
と
し
て
、
排
熱
回
収
ボ
イ

ラ
ー
か
ら
の
余
剰
蒸
気
を
蒸
気
発
電
（
タ
ー

ビ
ン
）
に
も
活
用
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
て

お
り
、
さ
ら
な
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
低
炭
素

化
に
期
待
し
た
い
。

ガスエンジン・コージェネ（7,800kW×12台）

発
電
時
の
排
熱
を
都
市
ガ
ス
製
造
過
程
の

Ｌ
Ｎ
Ｇ
気
化
熱
に
利
用
す
る
こ
と
で
環
境
性
と
経
済
性
を
追
求

排熱回収ボイラ（3.1t/h×12台）～搬入時の様子～

11



　２０１８年９月に北海道全域を巻き込む形で発生した大
停電。これは震度７を記録した北海道胆振東部地震によ
り苫東厚真発電所が停止し、その後次々と発電所がダ
ウンしたために起こった、人々が経験したことがない出
来事であった。
　人々は数日間、灯りがない夜を過ごし、食事や風呂に
も不自由を強いられた。そのような中でも通常とほとん
ど変わらず営業を継続できた施設があった。

　札幌市に位置する「ホテルエミシア札幌」である。同施
設は、ガスコージェネレーション(以下、コージェネ)を活
用し、停電の最中でもコージェネを自立運転させること
でホテル内の電力を供給し営業を継続した。さらに、札
幌市と災害時の協定を結んでいることから近隣住民の
受け入れも積極的に行った。平常時の省エネと災害時の
ＢＣＰを両立するシステムを合わせもつ同施設の概要を
ここに紹介する。

コージェネ導入のポイント

1

2

3

コージェネを中心とした電源計画
コージェネ排熱を冷房、給湯、暖
房、浴槽加温、ロードヒーティング、
フロアヒーティング等に有効利用
常用・非常用兼用コージェネによる
ＢＣＰ対策

常用･非常用兼用ガスコージェネによる防災機能強化
～停電時の継続的なホテル運営を実現～

ホテルエミシア札幌

■ 施設概要

所 在 地 北海道札幌市厚別区厚別中央
２条５丁目５-25

建物規模 地下２階、地上32階、塔屋１階

構 造 鉄骨鉄筋コンクリート造

面 積 建築面積：4,429㎡
延床面積：45,405㎡

開業年月
1996年5月
（コージェネは開業当初より稼
働、2017年４月に更新）

施設概要
客室数：512室、レストラン、
結婚式場（チャペル、神前式）	
宴会場（13会場）、スパ等

H o t e l  e m i s i a  S a p p o r o

Case2

コ
ー
ジ
ェ
ネ
を

中
心
と
し
た
電
源
計
画

　

同
施
設
は
Ｊ
Ｒ
札
幌
駅
か
ら
新
千
歳
空

港
方
面
へ
電
車
で
約
10
分
の
新
札
幌
駅
前

に
、
見
上
げ
る
よ
う
に
そ
び
え
立
つ
地
上
32

階
建
て
の
瀟
洒
な
ホ
テ
ル
だ
。
客
室
数
は

５
１
２
室
と
道
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
誇

る
。１
９
９
６
年
の
開
業
当
初
よ
り
コ
ー
ジ
ェ

ネ
を
導
入
し
て
お
り
、
約
20
年
経
過
し
た
た

め
、「
Ｈ
28
年
度
電
気
・
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
高

度
利
用
支
援
事
業
費
補
助
金
」
を
利
用
し
、

２
０
１
７
年
に
最
新
型
コ
ー
ジ
ェ
ネ
へ
入
れ

替
え
た
。
空
調
熱
源
は
セ
ン
ト
ラ
ル
方
式
で
、

冷
熱
源
は
吸
収
冷
凍
機
、
温
熱
源
は
コ
ー

ジ
ェ
ネ
排
熱
＋
ボ
イ
ラ
（
追
い
掛
け
運
転
）

で
構
成
。
電
源
計
画
は
コ
ー
ジ
ェ
ネ
が
主
体

で
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
３
７
０
kW
×
３
台
を
台
数

SDGs

取材・文：秋山真吾

コージェネ
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コージェネ導入事例

■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略
メ ー カ ー ヤンマーエネルギーシステム株式会社
モ デ ル 名 EP370G
燃 料 種 別 都市ガス（中圧Ｂ）

定 格 出 力 370kW	

台 数 	３台

排熱取出温度
排ガス：約375℃
ジャケット温水：約90℃
インタークーラ温水：約40℃

効 率 総合：73.8％／発電：41％
排熱回収：32．8％

排熱利用用途

排ガス蒸気：冷凍機投入、給湯、暖房	
ジャケット温水：冷凍機投入、給湯、暖房、
浴槽加温、ロードヒーティング、
フロアヒーティング	
インタークーラ温水：給湯予熱

ギ
ー
削
減
効
果
は
、
ホ
テ
ル
の
全
負
荷
に
対

し
て
電
気
で
マ
イ
ナ
ス
72
％
、
熱
で
マ
イ
ナ

ス
33
％
を
達
成
し
て
い
る
。

「
常
用・非
常
用
兼
用

コ
ー
ジ
ェ
ネ
」に
よ
る

Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策

　

特
徴
的
な
の
は
、
日
常
的
に
使
う
コ
ー

ジ
ェ
ネ
が
非
常
用
発
電
機
（
以
下
、
非
発
）

を
兼
ね
て
い
る
点
だ
。
非
発
の
燃
料
と
し
て

使
わ
れ
る
の
は
油
が
一
般
的
だ
が
、
そ
の
場

合
オ
イ
ル
タ
ン
ク
の
容
量
分
し
か
発
電
機
が

動
か
せ
な
い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

一
方
、
予
備
燃
料
な
し
の
都
市
ガ
ス
専
焼
方

式
で
は
、
ガ
ス
の
供
給
が
続
く
限
り
発
電
で

き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
ま
た
、
常

用
と
非
常
用
の
２
つ
の
機
能
が
１
つ
に
ま
と

ま
っ
て
お
り
専
用
の
非
常
用
発
電
設
備
が
不

要
と
な
る
た
め
、
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
が

で
き
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
や
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
コ
ス
ト
の
低
減
に
も
寄
与
し
て
い
る
。
日

常
的
に
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
非
常
時

に
だ
け
動
か
そ
う
と
し
て
も
動
か
な
い
と
い

う
心
配
も
な
い
。

　

防
災
兼
用
が
認
め
ら
れ
る
条
件
と
し
て
は
、

供
給
元
の
ガ
ス
施
設
か
ら
当
該
建
物
ま
で
の

ガ
ス
導
管
が
４
０
０
ガ
ル
の
地
震
に
耐
え
ら

れ
る
こ
と
（
日
本
内
燃
力
発
電
設
備
協
会
に

よ
る
認
定
が
必
要
）
な
ど
い
く
つ
か
の
条
件

が
あ
る
の
で
注
意
も
必
要
だ
。
２
０
１
８
年

に
発
生
し
た
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
で
は
、

停
電
後
す
ぐ
に
コ
ー
ジ
ェ
ネ
が
起
動
し
、
４

日
後
に
復
電
す
る
ま
で
の
間
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ

に
よ
る
熱
電
供
給
を
継
続
し
て
ほ
ぼ
通
常
通

り
の
営
業
が
で
き
た
。
宿
泊
客
だ
け
で
な
く
、

困
っ
て
い
る
地
域
住
民
も
速
や
か
に
受
け
入

れ
、
食
事
や
寝
床
、
電
源
の
提
供
も
行
っ
た
。

コ
ー
ジ
ェ
ネ
に
よ
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
に
よ
り
地

域
の
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
十
分
に
果

た
し
た
こ
と
で
、
札
幌
市
長
か
ら
感
謝
状
を

贈
呈
さ
れ
た
。
近
年
増
加
し
て
い
る
台
風
な

ど
の
自
然
災
害
や
、
将
来
発
生
し
得
る
大
地

震
な
ど
に
備
え
て
、
災
害
時
の
電
力
確
保
の

重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

■ エネルギーフロー図

蒸気

蒸気

インタークーラ温水

都市ガス
中圧Ｂ

電力

冷房利用

給湯利用

温水利用

冷水

貯湯槽

給湯

230kW

ジャケット温水

温水

冷水

・ 厨房、浴室

1,110kW

・ 空調暖房
・ 浴槽加温
・ ロードヒーティング
・ フロアヒーティング

商用電力

蒸気式
吸収冷凍機

蓄熱槽

高温水式
吸収冷凍機

ガスエンジン
コージェネ

（370kW ｘ 3台）

排ガス
ボイラ

制
御
し
な
が
ら
日
常
的
に
昼
夜
を
問
わ
ず
運

転
し
、
建
物
で
使
用
す
る
電
力
の
約
７
割
を

賄
い
、
残
り
３
割
は
電
力
会
社
か
ら
購
入
し

て
い
る
。
電
力
会
社
と
の
取
り
決
め
で
逆
潮

流
が
で
き
な
い
た
め
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
運
転
中

に
お
い
て
瞬
間
的
に
館
内
負
荷
が
下
が
っ
た

場
合
、
系
統
に
逆
潮
流
し
な
い
よ
う
に
、
常

時
２
０
０
kW
分
を
受
電
し
て
お
く
と
い
う
買

電
量
一
定
制
御
を
行
っ
て
い
る
。

コ
ー
ジ
ェ
ネ
排
熱
の

有
効
利
用

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
排
熱
は
約
３
７
５
℃
の
排
ガ

ス
、
約
90
℃
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
温
水
、
約
40
℃

の
イ
ン
タ
ー
ク
ー
ラ
温
水
の
３
種
類
が
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
使
い
方
だ
が
、
排
ガ
ス
は
排
熱

ボ
イ
ラ
経
由
で
蒸
気
と
し
て
取
り
出
し
、
蒸

気
式
吸
収
冷
凍
機
へ
送
る
。
ま
た
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
温
水
は
高
温
水
仕
様
の
吸
収
冷
凍
機
へ
送

り
、
い
ず
れ
も
空
調
用
冷
水
を
製
造
す
る
。

ま
た
吸
収
冷
凍
機
で
仕
事
を
終
え
た
後
の

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
温
水
は
、
蓄
熱
槽
に
溜
め
ら
れ
、

温
水
製
造
に
用
い
ら
れ
る
。
作
ら
れ
た
温
水

は
暖
房
負
荷
、浴
槽
加
温
、ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ

ン
グ
な
ど
に
使
わ
れ
る
。
最
も
温
度
の
低
い

イ
ン
タ
ー
ク
ー
ラ
温
水
は
給
湯
予
熱
に
利
用

さ
れ
、
低
層
棟
は
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
温
水
、
高
層

棟
は
蒸
気
に
よ
り
必
要
な
温
度
ま
で
加
温
さ

れ
て
館
内
の
給
湯
負
荷
（
レ
ス
ト
ラ
ン
厨
房

や
浴
室
）
に
使
わ
れ
る
。
加
え
て
、
Ｃ
Ｇ
Ｓ

計
測
制
御
盤
を
設
置
し
、
北
海
道
ガ
ス
に
て

遠
隔
で
シ
ス
テ
ム
の
監
視
・
制
御
を
行
っ
て

お
り
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
に
よ
る
年
間
の
エ
ネ
ル

ガスエンジン・コージェネ（常用･非常用兼用）
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　むつざわスマートウェルネスタウンは、千葉県長生郡
睦沢町で「健幸まちづくり」をテーマにした、道の駅、温
浴施設、レストラン、カフェ、サイクルステーション、戸建
住宅などから構成される複合施設である。地域資本を
主体にした企業体が20年間のPFI事業(民間資金を活用
した社会資本整備)として2019年9月から運営をスター
トしており、道の駅の物販、温浴施設などは、独立採算
事業として運営されている。2016年6月に地域新電力
会社として設立されたCHIBAむつざわエナジーは、隣
接するむつざわスマートウェルネスタウン向けに2019
年9月から電力供給を開始した。
　地元の南関東ガス田から産出する天然ガスを燃料に

したガスエンジンコージェネレーション（以下、コージェ
ネ）の他、太陽光発電、太陽熱で作った電気と熱の面的
供給を行っている。事業主体が地域資本から構成されて
いるため、需要家側のコスト削減分以外に、事業利益に
ついても地域に還元することができている。

コージェネ導入の
ポイント

地元産の天然ガスを利用した 
自営線敷設による熱電併給
町の防災拠点としての 
BCP対策
系統連携困難な地域での 
再エネ・分散型電源の導入

1

2

3

■ 施設概要
名 称 むつざわスマートウェルネスタウン・道の駅・つどいの郷
事業者名 株式会社CHIBAむつざわエナジー

所 在 地 千葉県長生郡睦沢町森2-1

敷地面積 28,600㎡
開業年月 2019年9月（エネルギー供給事業開始）

施設概要
直売所、温浴施設、レストラン、カフェ、サイクルステーショ
ン、ドッグラン、情報発信コーナー、戸建住宅（33戸）

地元産ガスを利用した
地産地消の循環型エネルギー供給システム

むつざわスマートウェルネスタウン
M u t s u z a w a  S m a r t  W e l l n e s s  To w n

Case3

地
元
産
の
天
然
ガ
ス
を

利
用
し
た
熱
電
供
給

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
に
供
給
さ
れ
る
天
然
ガ
ス
は
、

千
葉
地
域
の
地
下
に
あ
る
南
関
東
ガ
ス
田
か

ら
産
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
地
下
水
か
ら
水

溶
性
ガ
ス
を
取
り
出
し
、
長
南
町
ガ
ス
事
業

に
よ
り
都
市
ガ
ス
と
し
て
供
給
さ
れ
て
い
る
。

ガ
ス
採
取
後
の
か
ん
水
は
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の

排
熱
で
加
温
し
て
温
浴
施
設
で
温
泉
と
し
て

利
用
し
て
い
る
国
内
で
も
珍
し
い
事
例
で
、

地
元
産
の
天
然
ガ
ス
と
地
下
水
を
無
駄
な
く

１
０
０
％
利
用
し
て
い
る
。

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
排
熱
は
約
70
℃
の
温
水
で
取

り
出
し
排
熱
利
用
ボ
イ
ラ
に
接
続
し
、
温
浴

施
設
の
給
湯
加
温
に
利
用
し
て
い
る
。
加
温

に
は
太
陽
熱
温
水
器
も
併
用
し
、
給
湯
負
荷

の
60
〜
90
％
程
度
を
賄
っ
て
い
る
。

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
で
発
電
し
た
電
気
は
、
む
つ

ざ
わ
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
タ
ウ
ン
内
の
道

取材・文：木下雅基
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コージェネ導入事例

■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略
メ ー カ ー TEDOM社
モ デ ル 名 Cento	T	80

燃 料 種 別 都市ガス	
(南関東ガス田産天然ガス)

定 格 出 力 85kW
台 数 2台

温水取出温度 70℃(低温水)

効 率 総合：87.3％／発電：35.1％
排熱回収：52.2％

そ の 他 停電対応（BOS）仕様機
年間運転時間：約4,000時間

電
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
翌

日
の
午
前
10
時
に
は
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
排
熱

を
利
用
し
た
温
水
シ
ャ
ワ
ー
を
周
辺
住
民

の
方
々
に
提
供
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ

た
。
同
エ
リ
ア
で
停
電
が
続
く
な
か
、
延
べ

１
０
０
０
人
以
上
が
訪
れ
て
温
水
シ
ャ
ワ
ー

を
利
用
し
、
携
帯
電
話
な
ど
の
充
電
も
行
う

こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
運
営
開
始
直
後
の

タ
イ
ミ
ン
グ
に
お
い
て
、
周
辺
住
民
の
方
々

の
期
待
に
早
々
に
応
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ａ
む
つ
ざ
わ
エ
ナ
ジ
ー
は
、
次

世
代
に
向
け
た
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
社
会
構
築
へ

向
け
強
靭
な
国
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
、
産

業
づ
く
り
に
資
す
る
活
動
、
技
術
開
発
、
製

品
開
発
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
先
進
的
な

企
業
・
団
体
を
評
価
、
表
彰
す
る
制
度
で

あ
る
「
第
６
回
ジ
ャ
パ
ン
・
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
・
ア
ワ
ー
ド
（
強
靭
化
大
賞
）」
に
お
い
て
、

金
賞（
地
方
自
治
体
部
門
）を
受
賞
し
て
い
る
。

系
統
連
携
困
難
な
地
域
で
の

再
エ
ネ・分
散
型
電
源
の
導
入

　

地
域
資
本
を
主
体
に
し
た
企
業
体
が
電
気

と
熱
の
面
的
供
給
を
す
る
と
い
う
点
で
は
、

日
本
初
の
試
み
で
あ
る
。
ま
た
、
系
統
連
系

が
困
難
な
地
域
で
も
自
営
線
を
敷
設
し
コ
ー

ジ
ェ
ネ
や
太
陽
光
発
電
を
積
極
的
に
導
入
す

る
こ
と
で
、
分
散
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
行
っ
て
い
る
。
遠
隔
地
で
の
対

応
も
可
能
な
Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー

ガスエンジンコージェネ(85kW×2台)　

停電中、タウンの電力供給が再開

被災時、周辺住民にシャワー等を提供

管
理
シ
ス
テ
ム
）
に
よ
っ
て
監
視
・
制
御
し

て
お
り
、
供
給
側
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
で
系
統
へ
の
逆
潮
流
が
無
い
よ
う
に
制

御
し
、
需
要
側
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
よ
り
外
部
の
受
電
を
最
小
化
し
て
い
る
。

温
浴
施
設
の
熱
需
要
も
ふ
ま
え
コ
ー
ジ
ェ
ネ

を
運
用
す
る
こ
と
で
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ

ス
ト
を
削
減
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
計
画
に
あ
た
っ
て
「
地
産
地
消
型
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
面
的
利
用
等
推
進
事
業

費
補
助
金
」
や
「
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
促
進
事
業
費
補
助

金
」
な
ど
を
活
用
し
て
い
る
。

■ エネルギーフロー図

ガスエンジン
コージェネ
（85kW×2台）

スマートウェルネスタウン

太陽光発電（20kW） 自営線

排熱利用

商用電力

ガス

太陽熱
温水器
（37kW）

中圧管

246MWh/年 EMS制御

ガス採取後の
かん水（温泉）

道の駅
温浴施設

住宅
（33戸）

CHIBA
むつざわ
エナジー発電738MWh/年

発電20MWh/年

排熱投入型ボイラ
（756kW）

熱

電気

長南町
ガス課

町内
太陽光や
電力市場

町
の
防
災
拠
点
と
し
て
の

Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策

　

む
つ
ざ
わ
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
タ
ウ
ン

は
国
土
交
通
省
が
選
定
す
る
国
の
「
重
点
道

の
駅
」
及
び
防
災
拠
点
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

非
常
時
に
も
コ
ー
ジ
ェ
ネ
及
び
自
営
線
に
よ

り
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
可
能
と
し
て
い
る
。

　

２
０
１
９
年
９
月
の
台
風
15
号
に
よ
る
強

風
で
東
京
電
力
の
送
配
電
線
が
損
傷
し
、
睦

沢
町
を
含
む
千
葉
県
広
域
で
大
規
模
な
停
電

が
発
生
。県
内
各
地
で
鉄
塔
設
備
の
倒
壊（
君

津
市
）、
倒
木
に
よ
る
電
柱
倒
壊
（
四
街
道

市
）
な
ど
甚
大
な
被
害
が
出
た
。
む
つ
ざ
わ

ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
タ
ウ
ン
も
平
時
は
系

統
連
系
を
前
提
に
運
用
し
て
い
る
た
め
一
時

的
に
停
電
し
た
が
、
タ
ウ
ン
内
の
電
気
設
備

に
損
傷
、
浸
水
、
漏
電
な
ど
が
な
い
こ
と
を

確
認
後
、
午
前
９
時
に
は
１
台
の
コ
ー
ジ
ェ

ネ
に
よ
り
、
道
の
駅
及
び
住
宅
エ
リ
ア
に
送

の
駅
と
住
宅
エ
リ
ア
に
自
営
線
に
よ
り
供
給

を
行
う
。
自
営
線
は
景
観
向
上
と
防
災
性
向

上
の
観
点
か
ら
全
て
地
中
化
し
て
い
る
。
通

常
時
で
、
電
力
需
要
の
75
％
程
度
を
コ
ー

ジ
ェ
ネ
発
電
と
太
陽
光
発
電
に
よ
る
電
力
で

賄
い
、
25
％
程
度
を
商
用
系
統
か
ら
と
し
て

逆
潮
流
し
な
い
よ
う
に
運
用
し
て
い
る
。
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